
平成 29 年 4 月 19 日【VOL.５】  

 
横浜市では、生見尾踏切の安全対策に関する情報提供を行うため、安全対策ニュー

スを発行しています。  
 
 安全対策ニュース【VOL.5】の発行趣旨   
 

生見尾踏切については、平成 25 年に起きた事故後、新たな跨線（こせん）人道橋

を整備する検討を行い、26 年度には、横浜市が「踏切の直上に新たな跨線人道橋を

整備する案」を提示しました。  

これまで、跨線人道橋整備に向け、地域の代表※の方々と意見交換を行ってきまし

たが、このたび、設置位置を「踏切の直上」から「踏切の横（鶴見側）」に変更し、

現在の踏切については、工事期間中も利用しながら整備を進めることとしました。  

今回の安全対策ニュース【VOL.5】では、新たな跨線人道橋の整備計画の内容に

ついて、お知らせします。  

なお、跨線人道橋整備後の踏切の取り扱いについては、横浜市としては、高齢化

が進む中で、安全に横断できる施設を整備したうえで、閉鎖すべきと考えています。  

一方、地域の方々からは、踏切閉鎖は地域の分断や衰退を招くとの意見が寄せら

れています。  

引き続き、市の考え方を丁寧に説明させていただくとともに、安全性の確保や地

域の活性化のあり方などについて、地域の方々との対話を行っていきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 生
う

見
み

尾
お

踏切」安全対策ニュース 
～  踏切の安全対策のため「こ線人道橋」を整備します  ～   

発行：横浜市道路局  

裏面あり  
 
 

※地域の代表：生麦第二地区連合会、岸谷商栄会協同組合、生麦駅前通り商友会、岸谷公園通り緑会  

 

 



 

 新たな跨線人道橋の概要   

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 跨線人道橋整備の進め方   

 
１  計画変更後の跨線人道橋の変更設計を進め、その後、鉄道敷地内の工事に支障と

なるケーブル等の移設を行います。  

 新しい跨線人道橋は、平成 32 年度完成を目標に整備を進めます。  

２  現在の跨線人道橋については、新しい跨線人道橋の完成後に撤去します。それま

での間は、そのまま利用する予定です。  

３  踏切については、工事期間中も利用できますが、通行規制を行うことがあります。  

４  跨線人道橋の工事の進め方については、施工計画がまとまり次第、地域の方々に

ご説明します。  

 

掲載している図面等は、概略設計図であり、今後、詳細設計を進めるに当たり、変更する

ことがあります。  

 

幅員  

 

横断部    6.0m  橋長  約６０m 

階段部（斜路付） 
岸谷側  約 3.0ｍ  

エレベーター  
20 人乗り  

岸谷側、生麦側  各２基  生麦側  約 2.5ｍ  

御意見、御要望のある方は、下記連絡先にお問い合わせ願います。  

横浜市道路局  事業推進課  鉄道交差調整担当  〒231-0017 横浜市中区港町 1-1 

（平成 29 年 4 月 1 日付で、課名が「企画課」から「事業推進課」に変わりました。）  

Ｔ Ｅ Ｌ：０ ４ ５ － ６ ７ １ － ２ ７ ９ ２  Ｆ Ａ Ｘ：０ ４ ５ － ６ ５ １ － ６ ５ ２ ７  メ ー ル：do-tetsudou-umio@city .yokohama. lg. jp  

お問い合わせ時間  9：00～17：00（土、日、祝日以外）  

なお、この資料は「横浜市道路局企画課鉄道交差調整担当」のホームページでも閲覧できます。  

http://www.city.yokohama.lg . jp/doro/plan/rai l-cross/20110530-pln-fumikiri5-index.html 

 

エレベーター  
（ 20 人乗り 2 基）  

エレベーター  
（ 20 人乗り 2 基）  

（京浜東北線）  

（横須賀線）  

（東海道線）  

京急生麦駅  

現跨線人道橋（撤去）  

鶴見方面  

横浜方面  

斜路付階段  

斜路付階段  


